
（敬称略）

13：00～13：10

13：10～14：20

開会挨拶
舟木 讓 （関西学院院長）
村田 治 （関西学院大学学長）

17：25～17：30 閉会挨拶
長岡 徹 （関西学院大学災害復興制度研究所所長）

基調講演
「今に続く１・１７」
中川 智子 （宝塚市長）

石垣 のりこ（参議院議員）
泉田 裕彦（衆議員議員）
金子 由芳（神戸大学教授）
山崎 栄一（関西大学教授）

津久井 進（弁護士）

（五十音順）■パネリスト

■コーディネーター

15：10～17：25

　災害復興制度研究所は開設15周年の節目に、被災者が生活再建するまで切れ目のない支援を目指して、
新たな災害法制として「被災者総合支援法案」を発表しました。「人間の復興」を実現するため、被災者自らが
支援内容の決定過程に参画できる仕組みにしています。パネル討論には、立法に携わる国会議員、災害法制に
詳しい研究者を招き、被災者主体の制度のあり方を考えます。

パネル討論 ｢人間復興｣の実現に向けて

［主催］ 関西学院大学災害復興制度研究所　［共催］日本災害復興学会　［後援］朝日新聞社

（小　憩）

PROGRAM プログラム

この事業は、「公益財団法人ひょうご震災記念21世紀研究機構」と
「ひょうご安全の日推進県民会議」の助成を受けて実施しています。

全国被災地交流集会 「円卓会議」

■第一部　地域復興の担い手（13：00～14：40）
■第二部　多様な支援態勢（14：50～16：30）
■第三部　総括討議（16：30～17：30）

日  程

場  所 関西学院会館レセプションホール（兵庫県西宮市上ケ原一番町1-155）

1月12日2020年 （日）

シンポジウム

テーマ：「ボランティア元年」 わが事にする 13：00～17：30

　「ボランティア元年」といわれた阪神・淡路大震災から25年。災害ボランティアを取り巻く環境はどのよう
に変化してきたのでしょうか。円卓会議には、大地震に見舞われた北海道、東北、新潟、鳥取、熊本の被災
地から地域復興の担い手を招き、「阪神」世代のボランティアとともに多様な支援のあり方を考えます。総括
討議では、災害ボランティアの役割について会場のみなさんと議論を深めていきます。

石井 悠子　　浪江町議会議員
稲垣 文彦　　公益社団法人中越防災安全推進機構
栗田 暢之　　認定特定非営利活動法人レスキューストックヤード
佐々木 康彦　特定非営利活動法人故郷復興熊本研究所
白鳥 孝太　　公益財団法人とっとり県民活動活性化センター
津久井 進　　弁護士
中居 知子　　公益財団法人共生地域創造財団大槌事務所　
野崎 隆一　　NPO法人神戸まちづくり研究所
船戸 義和　　岩手大学三陸復興・地域創生推進機構特任助教
古部 真由美　東日本大震災県外避難者西日本連絡会（まるっと西日本）
干川 剛史　　大妻女子大学教授
牧 秀一　　　NPO法人よろず相談室
松本 学　　　特定非営利活動法人ブレーンヒューマニティー
村井 雅清　　被災地NGO恊働センター
村上 朋子　　北海道厚真町社会福祉協議会

【報告者】
（敬称略・五十音順）

長岡 徹　　　関西学院大学災害復興制度研究所所長
山 泰幸　　　関西学院大学災害復興制度研究所副所長
岡田 憲夫　　関西学院大学災害復興制度研究所顧問
山中 茂樹　　関西学院大学災害復興制度研究所顧問

【コメント】

野呂 雅之（関西学院大学災害復興制度研究所主任研究員・教授）
斉藤 容子（関西学院大学災害復興制度研究所指定研究員）

【司　　会】

14：20～14：50
報告
「新たな災害法制に挑む」
野呂 雅之 （関西学院大学災害復興制度研究所 主任研究員・教授）

関西学院大学災害復興制度研究所 開設15周年　2020年復興・減災フォーラム

「震度7」が遺したもの
～阪神・淡路大震災25年～
日 程　　2020年1月11日（土）～12日（日）

日  程

場  所 関西学院会館レセプションホール光の間（兵庫県西宮市上ケ原一番町1-155）

1月11日2020年 （土）13：00～17：30


